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令和元年度 第４回脊振町公共交通検討会議 議事録 
 

開 催 日 時 令和元年１１月２７日（水）１９時００分～２０時４５分 
開 催 場 所 脊振公民館 大会議室 

出 席 者 

委 員 

鶴田会長、花田か副会長、志波委員、山﨑委員、髙島委員、坂井委員、 
廣瀧委員、倉谷委員、梅﨑委員、本村委員、一番ヶ瀬委員、音成栄委員、 
田中委員（代）、合田委員、音成孝委員、芦原委員、森﨑三委員、内村委員 
２４名中 １８名出席 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 佐賀県さが創生推進課 久保参事、石崎係長、稲富主事 

事 務 局 
総務企画部企画課 中島企画調整担当理事、實松課長、篠木係長 
教育委員会学校教育総務課 牛島課長、鶴係長 
脊振支所総合窓口課 松本支所長、森田参事 

傍 聴 者 ３名 

議 事 

（１）第３回会議の振り返り 
（１‐２）三瀬・神埼線路線バス運行時刻の一部変更（案） 
（２－１・２・３）協議事項：運賃・割引サービスについて 
（３）今後のスケジュール（運行開始まで） 
（４）運行経費について 

 
１ 開会（森田参事） 
 
２ あいさつ（鶴田会長） 
   
３ 議事 
（鶴田会長） 

それでは、私が議長ということで進めさせていただきます。 

今回の会議についても佐賀県さが創生推進課の石崎係長に議事の進行をお願いしたいと考え

ていますがよろしいでしょうか。 

  
   承認される。 
 
   それでは石崎係長、進行をお願いします。 
 
（石崎係長） 

皆さんこんばんは。今日４回目ということで、最後にするつもりだと思っていますので、ちょ

っと遅くなるかもしれませんがよろしくお願いします。 
次第の方に議事が（１－１）から（４）まで並んでいますが、まず、第３回会議の振り返りと、

前回ちょっとご意見が出ていた（１－２）の三瀬・神埼線路線バス運行時刻の一部変更（案）、

これについて事務局の方から説明をいただきたいと思います。 
 
（１－１）第３回会議の振り返り 
（１－２）三瀬・神埼線路線バス運行時刻の一部変更（案）（事務局） 
   資料により説明 
 
（進行） 
  前回、第３回目の振り返りと時刻表・ダイヤの修正案ということで説明をいただいています。

皆様からこの件についてご意見等ございますか。 
 
（委員） 
  土曜日のデマンドタクシーについて質問させていただきたいんですが、例えば、今の現状で子
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供達が部活をして帰りにデマンドタクシーを予約となる場合に当日の１０時３０分までの予

約となるんですが、これを予約するのが１０時３０分までだから子供がするのか、それか学校

の部活の顧問がまとめてするのかという問題があると思うんですよね。それともう一点例えば、

今の現状で部活で保護者が迎えに来る予定だったけど急に来られなくなったから、今の状況で

は今日は来られないからバスで帰ってということを先生に伝えてバスに乗れると思うんです

けど、例えば１０時３０分過ぎてそういう状況になったときに、予約をしないと乗れないとい

うことになると、顧問の先生が自宅に送るとかいうような現状になると思うんですね。ここの

予約を絶対にしないといけないっていうのはわかるんですが、部活とかに関しての管理とかの

面で学校との問題とか生じてくるのではないかと思うんですが。 
 
（進行） 
  今のご意見は土曜日の部活とかで子どもが１１時３０分発に乗るとすると１０時３０分まで

の予約が必要と。誰が予約をするんだとかいうことだとか。急遽ちょっと利用しなくちゃいけ

ないということになったときにどういう風に連絡を取ればいいっていうご意見だったと思う

んですけど、その辺りはどうでしょうか。 
 
（事務局） 
  デマンドの部活利用について学校の方とこういうものがありますよ、ということでお話はさせ

ていただいています。その中でやり方等について委員さん言われたようなことも想定できます

とはお話ししてはいますが、現時点で結論的にどうするかということはこれからの決定事項か

と思っております。帰れなかったときに先生が対応するのかということも含めて考えられるケ

ースを学校の先生と打合せをして決めていくことかなと。言われたように先生がじゃあ遅れた

ら送っていくのかという問題とか、次の便まで学校の方で自習とかさせていただいてするのか

というのはその時その時の状況によって変わることかなと思っております。予約についても、

どちらがするということについて、今どちらがしますよということは決まった事項では無いと

思いますので、今ご意見いただいたところの問題を学校とこういう問題どうしていきましょう

かということで整理はしていきたいと思っているところです。 
 
（委員） 
  例えばそういう問題が、改善点があった方がいいなという場合は、またこれが施行されてから

でも改善というのは可能なんでしょうか。 
 
（事務局） 
  大丈夫ですけれども、有償運送をやりますので、運輸支局の許可が必要になりますのでその手

続きを踏んだ上で変更するという形になりますので変更する場合については、明日から出来ま

すよとかそういうことにはなりません。交通事業というのは１０月から９月までが事業年度と

いう形になりますので、今回は昭和バスさんの方が来年の３月一杯で撤退するということで急

遽４月から運行するわけですけど通常は事業年度というのは１０月から９月となっておりま

すのでだいたい見直す場合はその年度の１０月からの見直しとなるのが一般的なやり方では

ありますけど軽微な変更であればその都度見直しは可能となっております。 
 
（委員） 
  デマンドタクシーも陸運局の申請許可なんですか。 
 
（進行） 
  デマンドタクシーについても国の運輸局の申請手続きが必要になってきます。さっき急にちょ

っと予約時間を過ぎて急に乗る必要があるとかの話ですけどこのあたりはどうですか。県内あ

ちこちこういう取り組みはされていますけどある程度は交通事業者さんが融通を利かせてい

ただいているとは聞いていますが。 
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（事務局） 
  そちらの方も含めて事業者さんと今後、協議を進めていきたいと思っております。 
 
（委員） 
  でもそれが先生になると部活の面だけではなくて、遅れてきたからまた予約とかではなくて、

先生の負担もかなり増えてくるのではないかと思います。 
 
（進行） 
  このあたりはきちんとルールを教育委員会さんの方が中心となって決めていただければと思

いますのでよろしいですかね。 
 
（委員） 
  まとめのところで１ページのところで第３回会議の振り返りのところですけど、脊振町の通学

バスのバス停の位置は現行どおりとするということですけど、従前からルートの中で１箇所だ

け追加をお願いしたいというバス停ですね。それを言っておりましたけども、当初から出来る

んですか、それとも途中で出来るのか。場所的には「ひのさと」です。 
 
（事務局） 
  「ひのさと」の所ですね。今ルート上で通るところにバス停をという風な形になっていると思

いますので、多分運行の時刻とかそういったところのルートにも支障が無いような所だと思う

ので、そういった方向で検討を運行事業者関係もございますので検討をさせていただいて、可

能かどうかといったところでこちらとしては設置するという意見があったということを事業

者に伝えて進めさせていただきたいと思います。 
 
（委員） 
  先ほどの質問の関連ですけど、中学生の部活動のその後の対応ですけど、途中でなかなか変え

られないと、申請をして了解をもらわないといけないと返答をされましたけど、申請の段階で

そういうのもあるよということで申請は出来ないんですか。 
 
（事務局） 
  利用登録をするときにそういった事情があるかもしれないという所ですね。というところは特

記事項というところでいろいろ利用者の方にとってのそれぞれ事情というのがあると思いま

すので、そういったところ出来る範囲では運行事業者にお伝えは出来ます。ただそれにすべて

答えられるかといったところは協議とか全体的なお話というのが必要になってくるところで

はあると思います。 
 
（委員） 
  はい、分かりました。 
 
（進行） 
  そのほか、ご意見等ございますでしょうか。 

変更になった下りの２便・５便は JR とか乗り継ぎは大丈夫なんですよね。 
 

（事務局） 
   大丈夫です。 
 
（進行） 
   特にご意見がないようでしたらこのダイヤのところについてはこれで脊振の会議としてはま

とめさせていただきたいと思いますがよろしいですか。 
   ダイヤの今回の変更については、三瀬の会議も変更の案を示さなければいけないということが

あるので、おそらく大丈夫かと思いますけど、三瀬の会議の了解が取れればこれで確定という
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ことになります。 
   それでは次の協議に行きたいと思います。運賃・割引サービスについて事務局から説明をして

いただきます。 
 
（２－１・２・３）協議事項：運賃・割引サービスについて（事務局） 
   資料により説明 
 
（進行） 
  運賃・割引サービスの案について皆様からご意見等ありましたらお願いします。 
 
（委員） 
  佐賀市でやっているワンコインシルバーパスというのを、やっぱり今から免許返納者が増えて

くるとか高齢者が脊振は特に増えてくると思いますので、そういった意味で当面は実施しない

ではなくてなんか早急に導入したら乗る人も増えるのではないかと思うんですけど、どうでし

ょうか。それが一つと、もう一つ下から上ってくる小中校生の運賃というのはこの再編後の運

賃の例えば神埼から広滝だと３００円ってことですかね。小中校生の運賃割引というのはない

んでしょうか。 
 
（進行） 
  最初の質問がワンコインシルバーパスを導入してはどうかということと、下から上がってくる

小中学生というのは神埼から脊振に通学される方が三瀬線を利用して来られる方の運賃は案

では３００円で、通常子供さんとか障がい者の方は半額になります。三瀬線の運賃の見方です

けど三瀬車庫前、鳥羽院入口、広滝、バス停名が並んでいますが、ゾーン制運賃といいまして

三瀬車庫前から鳥羽院入口までの間の利用は２００円ということになります。その細かい運賃

設定ではなくてある程度のバス停の区間を区切らせていただいて細かい１０円だとか端数が

出ないような料金設定になっているだろうと思っています。 
 
（事務局） 
  シルバーパスの件でございますけど、佐賀市では導入をするということで現行もこの制度でや

られています。神埼市の場合はまだシルバーパスは行っていないという状況の中で今、昭和バ

スの廃止に伴う代替の運行を構築しているわけでございますけど、神埼市ではまだ西鉄バスと

かそういった所も走っておりまして、そういった所で、市内全域で導入するのであればやらな

ければいけないかなという風に思っておりますので、今回三瀬神埼線の路線バスだけというわ

けにはいきませんので、そこについては今後免許証返納とか、そういった問題もありますので

神埼市全体で考えていきたいということで当面は実施しない、今後検討をしていくということ

でご了承いただければと思います。 
 
（委員） 
  今、家の息子が大学生なんですけど、フリー定期券を使って竜作から佐賀駅まで定期をそのま

まで使っているんですけど、変更になった場合は学生フリー定期券と通学バスの定期券の２つ

買うことになるんですか。 
 
（事務局） 
  そうですね。今の予定しているフリー定期券の方がバスのルートが横武までしかないというと

ころでその分でバスの分を買っていただくのと JR の分ですね。神埼駅で乗り換えをしていた

だいて佐賀駅まで行っていただく分ということで２種類購入していただく形になります。 
 
（委員） 
  それじゃなくて自宅から横武まで神埼駅まで行く分に関しては、学生フリー定期券だけで大丈

夫ですか。 
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（事務局） 
  そうですね通学バスですので１００円を払って広滝まで来てそこから定期券を使っていくか

というところになると思います。そこにつきましては教育委員会の方と協議をさせていただい

て三瀬線だけではなくて脊振町内から通学とか通勤とかされる方についてどういう取り扱い

を行っていくかを検討させていただきたいと思います。 
 
（委員） 
  よろしくお願いします。 
   
（委員） 
  ３ページの下の方に先ほどおっしゃっていましたように路線バスの件ですけど、目標が書かれ

ていますけど１番下に見直し等の検討っていう部分が聞き漏らしたかなと思うんですけど、極

端に言うと令和３年度から２年度の実績を見ながら例えば５００円のところが５５０円にな

るとかそういうことになっていくということですよね。 
 
（事務局） 
  例えば利用達成出来た場合、多かった場合、少なかった場合ありますけど、少なかった場合に

ついて継続をしていくために本当に必要な分にだけ絞るとか料金の方をまた値上げとかを考

えるとかの方法で今よりも何かを変えないとかいけないというところが必要になってくるの

ではということで検討をするような形で考えております。 
 
（委員） 
  今の分の関連ですけど、見直しをするということですけど、どの時点でとか、対象期間がある

と思うんですよね。すぐ見直しをするのか、そのあたりはどんなでしょうか。 
 
（進行） 
  多分ある程度馴染んでいかないといけないと思っていますので、そうすぐにはとは思いますが。 
 
（事務局） 
  あくまでも目標ということで目標を達成出来なかった瞬間に便を減らしますよとかはならな

いと思います。１番いいのは継続をしていくにはどういう風な形で継続していけるかという所

が大事な所だと考えていますので、継続をしていくための検討とかいう所をきちっと地域の皆

さんと話し合った上で決定という形をとらせていただきたいと考えておりますので、一方的に

こちらの方でやめますとかいうところは現段階では考えておりません。皆様の意見等を伺った

上で進めていきたいと考えております。 
 
（事務局） 
  利用目標を設定しております。国の補助金をいただきたいということで補助基準を満たせる、

達成出来るようなところで料金設定をさせてもらっています。その国の補助金というのは本来

であれば利用実績が無いといただけない。ただ国の場合はみなし補助金ということで２年間は

みなしの期間ということで補助金をいただけるようになっています。その２年間というのが事

業年度というと先ほどから言いますように１０月から９月までが事業年度ということになり

ますけど、今回は４月から運行をしますので４月から９月の事業年度、そして令和２年の１０

月から令和３年の９月までが１つの事業年度という形になります。そのみなしの期間中に補助

の用件に達成しないということになると国の補助の対象外になりますので、そういった所を見

ながら検討していきたいと考えております。１つの目安としては、まず１年半ですかね。それ

が事業年度としては２年度という形になりますので、そのタイミングで１回検証はする必要が

あるのかなと思っています。 
 
（委員） 
  分かりました。実際的には今の通学する人、見込みで分かっていますけど、今後私たちも含め
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て老人が免許返納で利用すると一方で増えてくると思います。そういう面からして見直しにつ

いては早速ということではないような形でよろしくお願いしたいと思います。 
 
（委員） 
  今の段階で始まってみないと分からないと思うんですよね。例えば始まってみてこういう部分

を見直しする必要があるとか、課題がかなり出てくると思うんですよね。この検討会議ってい

うのは今後も定期的に行われて企画課の方でこういう状況ですっていうことでお話をしてい

ただく機会とかはあるんでしょうか。そうしないと突然見込みにいっていないって聞いてそこ

からまた、乗車促進ということをしても対応が遅れると思うんですよね。例えば途中経過であ

まり乗られる方が少ないとなった場合はやっぱり脊振町の全体で利用促進を検討していかな

いといけないという課題がずっとあると思うので。 
 
（事務局） 
  脊振の公共交通の検討会議の規約の中には協議事項として「公共交通の利用促進に関するこ

と」も協議事項になっておりますので、そこは定期的にタイミングを見計らってにはなると思

うんですけど、定期的に開催をしていく必要があるのではないかと思っておりますので、時に

なればまた委員さんにお集まりいただいて利用促進とか見直しとかそういった協議は適宜さ

せていただきたいと思っております。 
 
（進行） 
  平日３人とか２人とか、土日祝は２人とか、多分これが補助金をもらうぎりぎりの利用者の設

定なのかなと思っていますので、２年間のみなしの期間というお話がありましたけど、この人

数乗らずに２年目をやってしまうと３年目から補助がなくなってしまうとかそういうことに

なるので、ここ１、２年がまず勝負だと思っていますので、是非利用の方を何とか地域の方々

で協力しあってやっていただければと思います。 
  他に運賃とか割り引きとか、この辺りでご意見は大丈夫ですか。 
  デマンドタクシーの方もこういういった目標とか、数字があった方がいいかなと思ってます。

会長さんがあいさつでも言われましたけど、その他のところでもう少し利用する取り組みの話

をしましょうかと言っていただいたので、そういったところでデマンドの目標を作ったりとか、

こういう取り組みをしていこうとか、話し合っていただければと思います。 
  では、ご意見がないようでしたら、運賃と割引についてはよろしいですか。 
  それではこれで脊振の方はまとめさせていただきます。 
  では、次の協議事項は今後のスケジュールになります。事務局の方から説明をお願いします。 
 
（事務局） 
  先ほどの運賃のところで補足をさせていただきます。再編後５００円上限という形で設定させ

てもらっておりますけど、現行の昭和バスさんの運行と同じような形で小学生については半額、

幼児１歳以上から小学生未満は基本半額なんですけど、小学生以上と同乗の場合は幼児１人に

つき無料と取り扱わせていただきたいと思います。１歳未満については無料となっています。 
 
（３）今後のスケジュール（運行開始まで） 
（４）運行経費について         （事務局） 
   資料により説明 
 
（進行） 
  今後のスケジュールと運行経費について説明いただきました。何か意見ありますか。 
 
（委員） 
  最初に会長さんの方からお話がありましたけども名称について馴染みになるような名称に変

えたりとかそういった場合にはどのタイミングで出来るのか。もちろん通学バスについてもそ

うですけどデマンドタクシーも私たちも地域で色々説明をするのにデマンドとは何かやっぱ
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り非常に理解をして貰えない。その中でとにかく電話をしたら来るよ、としか言えない。もう

少し馴染みのあるような例えば脊振タクシーとかデマンドではなくて、そういった名称もいい

んじゃないかということで区長会の臨時区長会の中で話が出たこともあるんですよね。そうい

う場合にはどういうタイミングで出来るのかなというのが１つお尋ねをしたいと思います。 
 
（進行） 
  よく愛称とか決められてされているところがあります。「相乗りタクシー」とか色々されてい

るんですけど広報とかのタイミングがあるのでその辺りですね。 
 
（事務局） 
  来年度の４月から運行をするということで当然１月くらいになれば時刻表とか運行ダイヤと

かそういったことは住民の方にお知らせをしなければならないと思っておりまして、今度の１

１月の議会が２９日から始まりますけど、そこに令和２年度の債務負担行為といいまして令和

２年度の当初予算にこれだけ計上させてくださいという上限額の補正予算を上げています。そ

れが可決をされないと実際に運行の確約がいただけないという形になりますので、その予算の

議決後に周知活動とか、例えば愛称を募集するのであればそういう募集をするという動きが出

来ることになります。ですので、運輸局の手続きもいりますけど、それも議会の議決がないと

実際予算の裏付けがございませんので出来ないという形になります。 
 
（委員） 
  分かりました。 

もう１つですけど予算等に関するところですけど７ページですかね、脊振町の通学バスの市の

負担金がかなりぐんと上がっていますけど、特別な理由はあるんですか。言える範囲で結構で

すけど。 
 
（事務局） 
  脊振通学バスの負担額の増ですけど、現在昭和自動車株式会社が行っておりまして、路線バス

の区間というのが昭和バスさんはご承知のとおり福岡から唐津、佐賀でエリアを持っておられ

てそこの人件費というのがある訳ですけど、それに対して今回路線が今のところ清明の横武か

ら三瀬車庫までという距離の中での５名、６名という人員にかかる経費ということで、どうし

ても割高になるという所が１番大きな要因になっております。昭和バスが何百キロとある中で

２００人とか３００人の人件費を払えばいいんですけど、今回三瀬神埼線についてはこの短い

区間の中でどうしても人数の方が余計にかかっているという状況になって、大きくは人件費の

増が大きいということです。 
 
（委員） 
  脊振町の通学バスに限定してお尋ねをしたんですけど。 
 
（事務局） 
  現在の脊振通学バスは路線バスを兼ねた運行状態になっていて、その昭和バスさんに払ってい

る人件費については昭和バス全体の路線から算出した額で委託契約を行っている状態になり

ます。 
 
（委員） 
  令和２年の見込額で佐賀県からの補助が対象外となっているんですけど、３０年度は佐賀県の

補助で４３４万円出ているんですけど、来年になったら対象外ということはどういうことでし

ょうか。 
 
（佐賀県） 
  国の補助金が出て佐賀県の補助金が対象外になるのかというのはなぜか、ということでご質問

いただいていると思いますが、補助金の考え方で国と県で相違がございます。国が先ほど神埼
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市からの説明がありましたように見込みで補助金の額を算出いたします。それに対しまして佐

賀県の補助金につきましてはその年度が終わってからの実績をもちまして補助金の額を算定

するということになっております。ですので、補助金の基準を満たすか満たさないかというと

ころがあるんですけど、今の現状の乗降調査だったり、乗られている方の水準であれば、今の

ままであれば佐賀県とか国で使っている補助金の基準を満たさない見込みであるというとこ

ろで、今のところ令和２年度の見込みとしては佐賀県の補助は対象外とさせていただいている

ところでございます。 
 
（委員） 
  そしたら対象外になるほかに上限は何人くらいまでですか。補助が出る上限は。 
 
（佐賀県） 
  仮に佐賀県の補助が基準を達した場合は国とほぼ同額くらいになるというのが見込みでござ

います。 
 
（委員） 
  脊振は過疎化であって人間が少なくなっているから昭和バスも撤退すると言っているわけで

すよね。そして県知事の中山間地には力を入れないといけないとおっしゃっている訳ですよね。

人間が乗らなかったら補助は打ち切りということですか。 
 
（進行） 
  そこは国も同じ考えで、ここの資料の三瀬線の運賃の所に、３ページの方ですけど、平均乗車

密度というのがあると思うんですけど、２．４って書いてありますけど、この基準があってこ

れが補助を貰える基準なんですね。平均乗車密度は何かというと、今回でいくと三瀬から横武

まで２．４人の人が最初から最後まで乗っている状態です。途中乗り降りはあるとは思うんで

すけど、流すと２．４人は必ずずっと乗っているというのが基準になっています。だからこれ

より下がってくると国の方の補助も３年目からは無くなる。これを超せば県の補助はもちろん

国と一緒に出すことになるという風な仕組みになっています。 
 
（委員） 
  イニシャル経費っていうのは車両導入等にかかる経費となっていますけど、これは何年くらい

継続するんですか。 
 
（事務局） 
  こちらは令和２年度の見込みということで三瀬神埼線の路線バスの方でランニング経費、運行

にかかる経費とイニシャル経費、車両導入等にかかる経費というところで分けさせていただい

ております。こちらランニング経費については例えば人件費とか燃料費とか維持していくこと

にかかる経費ということで、イニシャル経費ついては車両の費用ということで、こちら現在リ

ースということで考えさせていただいています。車両のリース料とかそういった所の費用です

ね、というところでかかっていく物でございます。 
 
（委員） 
  導入ではなくてリースってことですね。導入じゃないってことですね。 
 
（事務局） 
  そうですね。リース車両の導入ということと、修繕費にかかる維持費とか、現在説明の中でバ

スにつきましては、通学バスについてはジャンボタクシーの１４人乗り位のサイズをメインに

考えていく所と、三瀬線については今の大きいバスよりもマイクロバスというところで考えさ

せていただいていますけど、２９人乗りとかマイクロバスというところで考えさせていただい

ております。当面こちら４月から運行していく中で佐賀市さんとかお話しさせていただいてい

まして、１４人乗りをとりあえずリースで行っていくと、三瀬線のバス車両２９人乗りのバス
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につきましては、運行経費とかそういったところを考えていくために当面佐賀市さんの佐賀市

営バスの車両という所を代用して事業者さんに貸し出して使っていくところで経費の節減等

を図っていく形で考えさせていただいています。当面、佐賀市営バスを使わせていただき継続

していく中で、国の補助とかが引き続き貰えるというところになれば、また新しく車両を購入

するための国の補助というところもございますので、新たに車両を導入したりとかいうところ

を考えていくような形で検討させていただきたいと思います。 
 
（委員） 
  このデマンドタクシーの全体費用の概算が６００万になっていますけど、これは月にしたら何

件くらい利用がある計算で数字が出来たんですか。 
 
（事務局） 
  運行時刻表で１日神埼広滝方面便と自宅方面便で７便の方を予定しています。７便ございまし

て、範囲が脊振町広いですので、鳥羽院方面に行くタクシーと脊振山麓方面に行くタクシーと

いうところで、１台で回るっていうのは時間もかかりすぎますので、大体１便あたり２台体制

で運行と考えています。大体最大でも１日１４台車両が運行するというところで最大の見込み

というところで考えさせていただいているところから、大体デマンドタクシーの利用率という

のが全便満員というところはなかなか無いというところで、今国の補助とかというところが大

体全体の３割くらいの利用というところで、こちら補助の対象となりますので３割くらいの利

用という所を見越したところで、１回あたりの運行費を算定したところ、大体６００万円とい

う形で計上させていただいています。 
 
（委員） 
  デマンド交通は千代田のタクシー会社が運行するんですか。そしてその車両は毎日千代田から

こっちに来るんですか。それとも脊振に１、２台待機しているのか。 
 
（事務局） 
  試験運行も千代田のジョイックスタクシーさんの方に運行をしていただいていまして、予約が

あったときに脊振の方に上っていくような形なんですけど、常に車両が千代田の方にあるわけ

ではなくて神埼市内とかもずっと回っている車両が大体２５台くらいジョイックスタクシー

さんもたれていますので、その中で予約があった時に１番近くにある便、神埼駅とかに常駐さ

れたりしていますので、神埼の上の方とか、脊振とかでもタクシーを利用される方いらっしゃ

るのでその時に１番近いタクシーというところが向かうという風な形になります。 
 
（委員） 
  無線で連絡をして脊振に一番近いタクシーで空いているタクシーをこっちに呼ぶ、そしたらさ

っき言われていた中学生の部活が急になっても対応できないわけではないんですね。 
 
（進行） 
  予約の受付時間は余裕を持って１時間前と設定をされていると思っていまして、乗り合いが発

生するパターンがあると思うんですね。同時に３人くらいの人が同じ便を予約するとかなると

どう回って行こうかとか、どういうルートで走ってどう届けるかというのを考えないといけな

いので、そういったことも含めて１時間前という余裕を持った設定になっています。 
 
（委員） 

私は広滝西地区でこの路線バスの近くなんですよね。だから常会の時にも話してもデマンドタ

クシーが地域から路線バスの間ですよと言っても皆さん質問も何も出ないんですよね。ちょっ

と久保山とか鳥羽院の方と比べるたら関心が低いといいますか、そういう感じがあるわけです

よね。以上です。 
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（委員） 
  赤字が２.５倍にもなるからびっくりして一生懸命に見ているんですけど、収入のところでラ

ンニング経費の脊振町通学バスで全体費用がその前で２，０００万円だったのが３，４００万

円とか、三瀬神埼路線バスが今度動いたら途中で切れるんだから少し安くなるのかなと思った

んですけど、経費は殆ど変わらないとか、何か理由があるんですかね。通学バスでこんなにか

かるとはびっくりして、もっと他の方法を考えるべきではないのかと思ったんですけど。 
 
（事務局） 
  運賃収入というところは少なくなり５１５万くらいで見込んでいると、３０年度の実績では１，

９００万の収入があるというところですけど、こちらが今の運賃設定、上限設定こちらが千円

程度ですね。佐賀駅バスセンターまで行くとさらに運賃というところの上限というところも高

くなるといことで、こちら利用の路線が長くて利用される方も多いと運賃も高いというところ

でやはり運賃収入というところは大きくなっていると。ただこの運賃収入でも国庫補助を受け

る基準という所もさらに上がっていくということになりますので、この国庫補助を受ける基準

というところは３０年度の実績というところでもぎりぎりの位のラインという形になってい

ます。通学バスの方が２，０００万円ぐらいの経費だったというところと令和２年度の見込み

では３，４００万円という風な形で、ルート的には同じで日中の便がデマンドになるからその

分安くなるのではないか、三瀬線の方も横武まで行くから安くなるのでないか、というところ

でお考えというところはごもっともですけど、こちらの運行経費の考え方につきましては、現

在までは昭和自動車さんの方が運行の方も通学バスの方も三瀬線の方も運行をしていただい

ていまして、昭和バスさんがこの三瀬線と通学バスだけではなくて県内の数多くの路線という

ところを網羅した上で全体の中の三瀬線というところで、経費とか人の配分とかルートの配分

とか、そういったところが経費の単価、人件費の単価とか運行距離に対する単価が安くおさえ

られるということが、こちらの金額の理由になっています。また今回令和２年度から昭和バス

さんではなくて新たな事業者さんで運行になります。今協議を進めているところが、もともと

乗り合いバスというところを専門にやられているところではないというところで、新たに事業

を始めるに当たってのイニシャルコストもそうですけども、また新たにかかってくる経費とい

うところも必要になりますし、運行区域というところが脊振だけとなりますのでその中で限ら

れたところで配分をしていくというところで効率よく運行するというところが、大きな所に比

べて経費関係というところは、やはりかかってくるのかなというところでちょっとこの金額と

いうところになってるところでございます。 
 
（委員） 
  今の経費の話を聞いていると利用促進にかなり力を入れていかないと町民も１人１人の負担

がかなり大きいなっていうことを強く感じたんですよね。これから利用促進をするために改善

点というのが多々出てくると思うんですが、その改善点を申し出るタイミングというのはいつ

言えばいいのか。バス停まで、になっているんですが利用促進をするに当たって住民さんの声

が、高齢者の方が家までということで出てくると思うんですね、そうした場合も方向性として

は改善できるような可能性があるのか。こういう利用状況だと補助金というのはすごく大事だ

と思うんですが、県の方にお伺いしたいんですが、この補助金を三瀬との絡みもあると思うん

ですね、三瀬からルートで例えば三瀬との連携をして佐賀県からの補助金をいただけるように

これから方向性を持っていけるようにするにはどのようなことをしていけばいいのかをご提

案いただきたいと思います。 
 
（進行） 
  私からは最後の質問に対して答えになっているか分かりませんが、三瀬の方でもこういった会

議を何回もやってきていまして、同じ今日お示しをされた目標、これについては三瀬の方でも

取り組む予定になっています。なので、三瀬の方でもどうやったら利用者が増えるとかですね、

そういった取り組みのお話し合いとかそういうこともされるだろうと今後思っていますので、

それぞれが利用できるような仕組みというか取り組みというかそういうものを出し合いなが

ら利用者が増えればいいかなと思っています。はっきりした答えではないですけど、今の時点
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ではそういうところです。 
 
（事務局） 
  最初の質問の方で改善の要望とか改善のタイミングとかどういう形で伝えたらいいのか、どう

いう風なタイミングでこういう風な考え方でいくのかっていうところですけども、この検討会

議につきましてもこれが最後の検討会議ではなくて、これから脊振地域の交通を考えていくた

めの会議というところなのでこちらの会議でもこういった形で報告とか、そういった所の必要

も考えられますし、また実際の利用者の方の声というところで、例えば利用者の方にアンケー

トを取るとか、私たちの方でも実際の乗降調査とか、実際どのくらい乗っているかいうところ

の結果等を皆様の方に周知をしていきながらというところを考えさせていただきたいと思っ

ています。 
 
（委員） 
  この事業と過疎対策事業の関連についてお尋ねします。三瀬神埼線路線バスにつきましては、

脊振地区だけではなくて仁比山とか飯町方面の方も利用されるから全額は無理かと思うんで

すけども、この市の負担を過疎債での対応は考えておられないんでしょうか。 
 
（事務局） 
  過疎債についてはバスの運行事業ということで、これはハード事業、要するに建設事業ではな

くてソフト事業の取り扱いになります。そのソフト事業につきましては、過疎債の上限額が３，

５００万円までと決まっております。脊振町においては、例えば高取山の指定管理料とかそう

いった所に充当をさせていただいておりまして、あと一部は脊振の通学バスの方にも５００万

くらい充当をしてたかと思います。満額他のところで使っておりますので、ちょっとそれにつ

いてはほかの所を止めるとかいう風にならないと難しいかなと考えております。 
 
（委員） 
  乗車の人数というのは仁比山地区の方から神埼まで高校生とか中学生が乗車されるのもカウ

ントされるんですよね。脊振からばっかりではないんですよね。仁比山地区とかその地区には

広報はされるんですよね。それと路線バスと通学バスの運転手さんはどうされるんですか。ど

こが雇うといいますか、路線バスについては佐賀の市営バスさんが運行を援助されると話は聞

いたんですが通学バスに対しての運行はどこの会社がされるんですか。 
 
（事務局） 
  周知の方法というところで、脊振地区の方だけの利用ではなくて神埼町に入って小渕とか仁比

山の辺から横武までの区間というのも、もちろん補助金の算定の対象になる運賃収入とかにな

りますので、もちろん脊振町の方だけではなくて神埼の住民さん達にも使っていただくとてい

うところの周知というところは行っていきたいと思います。チラシを全戸配布でございますと

か、必要に応じて地区での説明会とかそういったところも考えさせていただきたいと思います。

それと運行の事業者さんでございますけど私の説明不足だったんですけど、一応昭和自動車さ

んが運行は出来ないということで新たな事業者というところを調整させていただいています。

今調整させていただいているのがデマンドタクシーの試験運行もしていただいているジョイ

ックス交通さんに三瀬線の路線バスの運行も通学バスの運行もデマンドタクシーの運行もと

いうところで調整をさせていただいています。車両についてですけども、車両だけ佐賀市で市

営バスとして使っていたバスを佐賀市さんがジョイックスさんの方に無償で貸与していただ

いて、佐賀市という表示は消しますけど、車両についてだけ佐賀市営バスを代用するような形

で事業者さんはジョイックスさんが佐賀市営バスを借りて運行するような形になっています。 
 
（進行） 
  他にご意見ございますでしょうか。 
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（委員） 
  乗せてもらった経験をさせていただいたんですけど、現実に乗っていくと私の場合１人だった

ものですからスタートの時間はスタートの時間にぴったり来ていただいて広滝に着いたのが

１０分くらいしかかからないのでバスの待ち時間が長くて結局バス停に待っておかないとい

けない。今のバス停の所の場所作りというか、そういうのが何とか出来ないかと。たまたま雨

が降っていなかったからよかったんですけど雨が降る場合には待っておかないといけないと、

だからそういう場所作りが必要かなと私は思いましたので、３月いっぱいまでにはそういうの

が出来たらなと思いました。 
 
（進行） 
  貴重なご意見ですね。やっぱり乗られた方でないと時間のずれとかですねわからないと思うの

で、是非ちょっと利用していただいてそういった声を神埼市の方にしていただきたいと思って

います。屋根の件についてはちょっと神埼市の方から。 
 
（事務局） 
  環境整備っていうところも利用促進策の１つだと考えておりますので利用者の声っていうと

ころを聞きながら進めさせていただきたいと思います。 
 
（委員） 
  よろしくお願いします。 
 
（進行） 
  よろしいでしょうか。それではここの最後の運行経費とスケジュールも含めてこれでまとめさ

せていただきたいと思います。ありがとうございました。 
  議事については終わりましたけど、その他で何かございますでしょうか。 
 
４ その他 
 
（委員） 
  手前の質問で申し訳ございませんけども、（２－３）の関係で小中学生、大学生、専門学生は

月６，５００円という定期代ですよね。高校生につきましては脊振から神埼まで６，５００円

の半額になりますよね。来年度あたりから脊振小中学校については特認校の検討もされている

ところでございますけども、もし特認校になれば神埼、千代田、仁比山のあたりから上ってこ

られる人がおられるわけですよね。その方は６，５００円必要なんですよね。もし６，５００

円必要であれば脊振から神埼まで下る高校生については１／２の補助をされると、そしたらや

っぱり脊振に来ていただく子どもさん達についても１／２の補助をご検討していただければ

と思いますけどどうでしょうか。 
 
（事務局） 
  まずこの料金表の中で３ページの広滝、横武までが３００円になっておりまして、これがたぶ

ん半分になるので、１ヶ月２０日としたときに定期券を買うより普通に払った方がいいのかな

っていうのが１点ございます。それと特認校制度の補助につきましては、今回の通学バスとは

別に特認校制度の方でまた検討していくことと思っておりますのでそこはご理解いただけれ

ばという風に思っております。 
 
（委員） 
  その他のところで前回の１７日の日曜日の９時から１時間ほど集まってもらって臨時区長会

ということでやりました。その中で出たのは現行の運行システムはスクールバスと幹線を含め

てそのダイヤは継続してほしいということで、今日の話を聞きまして、一応、運行システムは

継続していこうということになりましたのでいいと思うんですけど、ただ利用度を上げるため

にいろんな案が出ていました。広滝まで来てその後の便がうまくつながらないとか、タイムラ
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グがあるので、そこからそのままタクシーチケットを発行してもらうわけにはいかないかとい

う案が出ていました。そしたらもうちょっと利用度も上がるのではないかいうものも出ていま

した。何でか、というと、結局神埼駅まで行くというよりも病院まで行く、買い物をするとこ

ろまで直接タクシーを走らせてほしいというような前提でそういうタクシーチケットがあっ

たらなという話が出ていました。それと２番目に名称を「どんぐりタクシー」とか「出前タク

シー」とかもう少しかわいい名称にしたらどうですかということが出ていました。例えば武雄

の場合は買い物タクシーということで週に１回か２回くらいスーパーの方に直接走らせてあ

る実績があるそうなんですね。だからそういう検討も要望事項に入れてもらいたいということ

が出ました。それと１番出たのが神埼まで行くのに広滝で降ろされてバスに繋ぐのに３０、４

０分待つとかあったので直接病院、スーパーに行く案も出ていました。それともう一つデマン

ドに乗る人の登録キャンペーンを各集落あげて、乗る、乗らないは置いておいてもう一度登録

キャンペーンをこの場を借りてお願いをしたいと、もちろん利用度を高めるという意味もある

んですけど、それから登録申請のキャンペーンを各団体を通じてお願いしたいと思います。あ

ともう一つこの中でタクシーチケットを出したらますます運行実績が落ちると思ってあんま

りこれはまずいなと思いました。とにかくバスで神埼駅のあたりまで乗る人を何とか増やそう

というのがまず大前提かなと思います。話を聞いていて２年位したら国の補助金がもし実績に

達しないと補助金が減らされるということが１番住んでいる我々にとって１番問題だと思い

ます。そういう意味でとにかく意識を高めて乗る機会を全体で増やすしかないと思いました。

それともう一つ将来的な話なんですけどやっぱり子どもの数も減りますし、年配者がどんどん

増えてくるということでデマンドとスクールバスの意味がたぶん２年くらいしたら子どもの

数が減っていきますので、そこをどうやってカバーをするのかというところも出てくると思い

ますので、運行実績がどうなっているかを踏まえて定期的にこういう会議を催してもらったら

いいかなということで区長会の中でも出ていましたのでよろしくお願いいたします。 
 
（進行） 
  臨時区長会でも色々話が出ているみたいで、とにかく利用しないことにはたぶん維持継続は出

来ないんだろうなと思います。私は交通の仕事をやっていますけど３年目に入っていますけど、

今日は帰りのバスがないので車で来ましたが、日頃出張を大体週に３日多いときに４日くらい

出ますけど、すべて公共交通で出張をしています。どんなところでも公共交通で行きます。例

えば伊万里であろうが、唐津も肥前町、太良町であろうが公共交通を利用しています。こうい

った私は義務感みたいなのでやっていますけど、ここまでする必要は無いと思っていますけど、

やっぱり皆さんそれぞれがですね自分たちが利用していかないと維持できないんだという思

いを持ってやっぱり公共交通を利用していただきたいと思っておりまして、これだけ昭和バス

さんが止めると言っていろいろ神埼市さんも佐賀市さんも一生懸命になって代替の交通を皆

さんとここまで作り上げてきてますけど、次、利用が減ってきて減便しますとか話になってき

たり、最悪はもうこれ続けられないのではないかという話になると、もうその後は無いと思っ

ていただかないといけないと思っています。これだけのお金を掛けて、これだけの時間と労力

を皆さん集まっていただいているのに、これが２年で終わってしまうとかいうのは絶対に避け

たいと思っていますので、是非ご近所の方とか、皆さんがやっぱりそれぞれの地域の担当だと

思っていますので、是非宣伝をしていただいて利用を呼びかけていただいて、最終的に一杯乗

っているよね、空バスではないよねと言われるようになりたいなと思っています。 
 
（会長） 
  今、言われましたけど、とにかく乗るためのキャンペーンと４月に向けて乗車率を上げていく

という意識を全員が持って、とにかく利用度を高めていくということで皆さんのご協力をお願

いします。 
  それではこれで終わりたいと思います。 
 
５ 閉会 


